
11/28～４日（日） 人権週間
５日（月） 中期ふるコミュ発表会
９日（金） 授業参観(時間走記録会)

学級ＰＴＡ
１０日（土） 年末年始の交通安全

運動(～１／10)
１２日（月） 清掃活動強調週間
２３日（金） 終業式
２６日（月） 冬季休業(～１／９)

令和４年度「第１３回薩摩川内
はんやジュニア大会」

10月22日（土）に、令和４年度「第13回薩摩川内
はんやジュニア大会」に出場しました。２年ぶりの
大会でした。１番最初の出番にもかかわらず、どの
子も自信にあふれ、発表する姿を見せてくれました。
そして、見事大会最高ランクの「市長賞」を受賞す
ることができました。
子供たちは、６月から指導者や育成会の方々の御

指導・御支援の基、練習に励んできました。その集
大成を、ＳＳプラザせんだい多目的ホールの舞台上
で出し切ることができました。受賞後、地域の方々

より、たくさんのお祝いや称賛の言葉をいただきました。また、受賞の模様は、
南日本新聞にも掲載されました。
指導者や育成会の方々をはじめ、励ましや応援いただきました全ての関係者の

方々に、お礼を申し上げます。ありがとうございました。
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10月26日(水)～27日(木)にか
けて、甑島地域５校合同の社会
科見学・宿泊学習・陸上記録会
がありました。
26日(水)は、川内歴史資料館

と薩摩川内市消防局の見学を行
いました。また、少年自然の家

での宿泊学習も行い、見聞を広げたり他の４校の児童との交流を深めたりすること
ができました。27日(木)は市陸上記録会に参加しました。子供たちは体育の授業を
中心に練習してきたことを全て出し切ることができました。保護者の皆様をはじめ
御協力をいただきました全ての関係者の方々、ありがとうございました。

10月25日(火)に、日

本航空株式会社鹿児島

支店の方々をお招きし

て、「航空教室」を行

いました。

飛行機が飛ぶ仕組み

を中心に、クイズを交えながら、飛行機に関

することを詳しく教えていただきました。そ

の後、中津幼稚園の子供たちも一緒によく飛

ぶ折り紙飛行機の作り方や飛ばし方について

教えていただきました。子供たちは試行錯誤

を繰り返しながら、紙飛行機作りにチャレン

ジしていました。

「航空教室」後も、昼休みに紙飛行機飛ば

しに興じている子供たちの姿をしばらく見る

ことでした。自分の作った紙飛行機が風にの

って長く飛ぶ様子に歓声をあげていました。

日本航空株式会鹿児島支店の皆様、ありが

とうございました。

11月１～４日に公開参観を実施しました。

また、11月２日(水)には、全校一斉道徳授業

参観･幼小合同音楽発表会を実施することが

でき、子供たちのがんばりを御覧いただきま

した。

全校一斉道徳授業参観では、全学級で「生

命尊重」の資料を基に、「命の尊さ」につい

て考える学習を参観していただきました。

幼小合同音楽発表会では、全校児童で「あ

がとうの花」の歌を身体表現を交えながら表

情豊かに披露することができました。

多数の保護者・地域の皆様に御来校いただ

き、ありがとうございました。

11月17日(木)に、里小学校に
おいて、「里中学校区小中一貫
教育研究公開」がありました。
学校を代表して、５･６年が

算数の授業の様子を公開しまし
た。
慣れない環境とたくさんの参
観者に囲まれた中で、子供たち

はいつも以上に緊張しているようでしたが、協力し合って
その時間に学ぶべき課題に、一生懸命取り組むことができ
ました。参観された先生方からも、子供たちの姿に称賛の
声が聞かれました。
３年間里中学校区の３校で取り組んできた成果を、参観

された先生方にご覧いただけたかと思います。今後もこれ
まで共通実践してきた研究を基に、子供たちのために更な
る研鑽を深めていきたいと思います。

【人権週間･･･人権意識を高めるために】
校長 那須 広代

中津小学校は、11月28日～12月4日まで「人権週間」です。毎年この
時期に設定し、学校全体で人権について考え、学ぶ機会としています。
11月30日には、人権擁護委員の方を講師にお招きし、「人権教室」も行
う予定です。
また、発達の段階に応じて、各学級でも各教科や学級活動の中で人

権について考える活動や人権に関する図書や作文の紹介などを行いま
す。このような取組を通して、わたしたち職員も子供たちとともに、
人権意識を高めていきたいと思います。
次の話は、平成２８年度に出された県教育委員会の資料の中で紹介

されていた話です。

女の子の兄を思う気持ちを見えにくくしたのは、黒いランドセル＝
男の子用という決め付けの意識が存在したからです。一人一人の個性
を尊重する妨げになっている固定的な見方や考え方をしていないか、
わたし自身も、自らの意識を問い直してみたいと思いました。
12月10日は、「人権の日」（国連人権デー）です。メディアからも人

権についての話題が流れると思います。ぜひ御家庭でも、人権につい
て考える機会にしてください。

「黒いランドセル」
亡くなったお兄ちゃんの「黒いランドセル」を背負って通った女の子。

お兄ちゃんと一緒に通うつもりで入学した学校で、「男みたい」とからかわ

れ、学校に通えなくなりました。そこの学校も、子供たちにからかいをやめ
るように指導されたようですが、結局、別の学校に転校することになりまし

た。
次の学校では、担任の先生が「黒いランドセル」のわけ

をしっかり受け止めて学校全体でこの子供の思いを取り上

げ、学級・周りの子供たちへつないでいかれたそうです。
保護者は胸をなで下ろし、女の子は胸を張って、亡くなっ

たお兄ちゃんの思いと一緒に学校へ通うことができたとい
うことです。
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はんやジュニア大会(10月22日)・陸上記録会（10月27日）・幼小合同音楽発表会(11月2日)特集

子 供 た ち へ の 応 援 や 御 協 力 ・ 御 声 援 、 あ り が と う ご ざ い ま し た。！！


